
社
会
人
類
学

長
　
島
　
信
　
弘

　
広
義
の
「
人
類
学
」
は
、
生
物
と
し
て
の
人
類
を
扱
う
「
形
質
人
類
学
」
と
、
社
会
・
文
化
を
扱
う
人
類
学
に
大
別
さ
れ
る
。
後

老
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
民
族
学
」
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
文
化
人
類
学
」
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
社
会
人
類
学
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
歴
史
を
も
つ
が
相
互
交
流
も
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
日
本
で
は
、
第
二
次
大
戦
以
前
は
「
民
族
学
」
の
名
称
で
用
い
ら
れ
、
現
在
で
も
文
化
人
類
学
者
、
社
会
人
類
学
者
を
含
む
学
会

の
名
称
は
日
本
民
族
学
会
で
あ
る
。
こ
の
他
に
常
民
文
化
の
研
究
を
目
的
と
し
た
日
本
民
俗
学
が
あ
り
、
学
際
的
交
流
が
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
昭
和
二
七
年
に
文
化
人
類
学
（
東
大
）
、
社
会
人
類
学
（
都
立
大
）
の
講
座
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
後
文
化
人
類

学
は
講
座
あ
る
い
は
学
科
目
と
し
て
各
地
の
国
立
大
や
私
大
に
新
設
さ
れ
た
が
、
社
会
人
類
学
講
座
は
昭
和
四
一
年
に
本
学
に
新
設

さ
れ
た
も
の
が
国
立
大
学
で
は
最
初
で
後
に
琉
球
大
学
に
も
新
設
さ
れ
た
。

　
本
学
に
お
け
る
人
類
学
関
係
の
講
義
は
大
正
時
代
に
既
に
行
わ
れ
て
い
た
。
『
授
業
要
覧
』
に
依
る
と
、
大
正
一
〇
年
に
本
科
で

は
「
人
種
学
」
、
商
学
専
門
部
で
は
「
民
俗
学
」
が
開
講
さ
れ
て
い
る
が
、
講
師
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
大
正
一
一
年
に
な
る
と
、

蕾
讃
が
「
民
俗
学
」
（
本
科
－
・
2
年
三
民
肇
L
（
本
科
3
年
）
を
担
当
し
・
歪
三
年
か
ら
西
年
に
は
同
講
師
に
よ
㎜
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る
「
民
族
学
」
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
『
要
覧
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
正
一
五
年
卒
の
松
本
正
男
氏
に
よ
る
と
、
後
に
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叱

北
大
学
で
社
会
人
類
学
的
研
究
を
行
っ
た
移
川
子
之
蔵
の
講
義
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
二
年
に
か
　
ー

け
て
は
民
族
学
は
休
講
と
な
り
、
昭
和
三
年
に
は
授
業
科
目
表
か
ら
姿
を
消
す
。

　
昭
和
九
年
に
民
族
学
は
第
三
部
第
二
種
選
択
科
目
と
し
て
記
載
さ
れ
る
が
休
講
の
ま
ま
昭
和
一
六
年
に
い
た
る
。
昭
和
＝
二
年
以

降
は
「
将
来
開
講
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
科
目
」
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
七
年
に
は
再
び
抹
消
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
に
お

け
る
本
学
の
人
類
学
講
義
は
大
正
末
期
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
の
本
学
に
お
け
る
人
類
学
教
育
は
昭
和
三
三
年
を
端
緒
と
す
る
。
こ
の
年
、
西
村
朝
日
太
郎
早
大
教
授
が
前
期
に
開
講
さ
れ

た
「
人
類
学
」
を
、
石
田
英
一
郎
東
大
教
授
が
大
学
院
、
社
会
学
研
究
科
の
「
社
会
の
環
境
と
文
化
」
を
非
常
勤
講
師
と
し
て
担
当

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
期
で
は
昭
和
三
五
年
に
「
文
化
人
類
学
」
が
開
講
さ
れ
、
大
林
太
良
東
大
講
師
、
蒲
生
正
男
明
大
教
授
の
来

講
を
迎
い
で
い
る
。
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
前
期
、
後
期
、
大
学
院
の
別
に
記
し
て
お
く
、

　
前
期

　
「
人
類
学
」
（
一
般
教
育
科
目
）

　
昭
和
三
三
年
ー
四
七
年
、
西
村
朝
日
太
郎
講
師
、

　
　
但
し
昭
和
四
一
年
に
は
蒲
生
正
男
明
大
教
授
が
冬
学
期
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
四
八
年
－
五
四
年
、
西
村
講
師
と
長
島
が
夏
学
期
と
冬
学
期
を
分
担
、
但
し
昭
和
五
二
年
は
長
島
の
海
外
出
張
の
た
め
富
田

　
　
守
お
茶
の
水
女
子
大
助
教
授
に
非
常
勤
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
昭
和
三
三
年
以
来
二
一
年
間
本
学
の
人
類
学
教
育
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
西
村
講
師
に
対
し
て
は
、
昭
和
五
五
年
五
月
、
高
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橋
安
光
分
校
主
事
が
特
に
謝
意
を
表
し
て
い
る
。

　
昭
和
五
五
年
か
ら
は
、
先
史
学
と
比
較
文
明
論
を
導
入
す
る
た
め
新
た
に
加
藤
泰
建
埼
玉
大
助
教
授
を
非
常
勤
講
師
に
迎
え
、
長

　
　
島
・
関
本
に
よ
る
社
会
人
類
学
入
門
講
義
と
併
せ
て
、
一
層
の
充
実
を
計
っ
て
い
る
。

　
後
期

　
社
会
人
類
学
講
座
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
一
年
だ
が
、
専
任
教
官
と
し
て
長
島
が
着
任
し
た
の
は
昭
和
四
八
年
の
こ
と
で
あ

る
（
四
七
年
は
埼
玉
大
学
と
併
任
）
。
講
義
は
昭
和
三
五
年
以
降
の
「
文
化
人
類
学
」
が
昭
和
四
五
年
に
「
社
会
人
類
学
」
に
改
称

さ
れ
、
大
林
太
良
講
師
が
二
年
間
担
当
後
長
島
が
引
き
継
い
だ
。
但
し
昭
和
五
四
年
度
は
、
亀
井
孝
教
授
と
長
島
に
よ
る
特
別
講
義

「
言
語
と
社
会
」
を
以
っ
て
ふ
り
か
え
て
い
る
。
昭
和
五
一
年
に
は
さ
ら
に
「
社
会
人
類
学
総
論
」
と
「
社
会
人
類
学
各
論
」
に
分

離
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
関
連
科
目
と
し
て
「
ア
フ
リ
カ
社
会
」
も
新
設
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
六
年
に
は
関
本
照
夫
講
師
（
現
助
教

授
）
が
着
任
し
東
南
ア
ジ
ア
民
族
誌
を
、
ま
た
そ
の
後
ロ
シ
ア
語
の
坂
内
徳
明
助
教
授
が
ス
ラ
ブ
民
族
誌
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
「
社
会
人
類
学
総
論
」
は
昭
和
五
一
年
よ
り
隔
年
に
開
講
さ
れ
、
昭
和
五
七
年
か
ら
は
関
本
助
教
授
が
担
当
し
て
い
る
。

　
「
社
会
人
類
学
各
論
」
は
昭
和
五
一
年
に
開
講
さ
れ
、
昭
和
五
二
年
に
は
長
島
の
海
外
出
張
の
た
め
吉
田
禎
吾
講
師
（
東
大
教

授
）
に
講
義
を
お
願
い
し
た
が
、
以
後
は
長
島
・
関
本
・
坂
内
に
よ
り
、
毎
年
開
講
さ
れ
て
い
る
。

　
「
民
族
誌
」
は
最
初
長
島
に
よ
る
「
ア
フ
リ
カ
社
会
」
の
名
称
で
昭
和
五
一
年
に
開
講
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
六
年
に
関
本
講
師
が

「
東
南
ア
ジ
ア
社
会
」
を
開
講
す
る
に
あ
た
り
、
講
義
名
を
「
民
族
誌
第
一
、
ア
フ
リ
カ
（
長
島
）
」
、
「
民
族
誌
第
二
、
東
南
ア
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

ア
（
関
本
）
」
と
改
め
、
昭
和
五
八
年
か
ら
は
「
民
族
誌
第
三
、
ス
ラ
ブ
（
坂
内
）
」
が
新
設
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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昭
和
五
一
年
、
五
三
年
、
五
五
年
、
長
島

「
民
族
誌
第
二
、
東
南
ア
ジ
ア
」
関
本
照
夫
講
師

大
学
院
（
社
会
学
研
究
科
）

　
昭
和
三
三
年
－
三
八
年
　
石
田
英
一
郎
講
師

　
昭
和
四
四
年
　
　
　
　
　
　
大
林
太
良
講
師

　
昭
和
四
六
年
　
　
　
　
　
　
長
島
信
弘
講
師
（
埼
玉
大
助
教
授
）

　
昭
和
四
七
年
以
降
隔
年
長
島
信
弘
助
教
授
（
現
教
授
）

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
長
島
の
着
任
と
と
も
に
（
昭
和
四
七
年
）
後
期
・
大
学
院
と
も
開
か
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和
五
六
年
に
は

関
本
講
師
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
開
講
さ
れ
た
。

　
研
究
活
動
と
し
て
は
、
昭
和
五
一
年
度
よ
り
「
東
ア
フ
リ
カ
、
環
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
地
域
の
総
合
社
会
調
査
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
組
織
し
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
海
外
調
査
）
に
よ
り
、
昭
和
五
二
年
、
昭
和
五
四
年
、
五
六
年
、
の
三
度
に
わ
た
っ
て

ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
調
査
を
行
っ
た
（
研
究
代
表
者
は
長
島
）
研
究
分
担
者
は
主
と
し
て
他
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
で

あ
り
、
本
学
か
ら
は
院
生
の
小
馬
徹
君
が
教
務
補
佐
員
の
資
格
で
第
二
次
調
査
に
参
加
し
て
い
る
。
関
本
は
五
七
年
か
ら
ニ
ケ
年

間
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
留
学
、
長
島
は
五
八
年
か
ら
二
回
に
わ
た
り
、
東
京
外
語
大
山
口
昌
男
教
授
を
研
究

代
表
者
と
す
る
環
カ
リ
ブ
海
調
査
に
参
加
し
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
国
を
中
心
に
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。


